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【はじめに】

　当院は、兵庫県の中東部に位置し実働病床
105 床の小規模病院である。訪問看護ステー
ションや健診センターを併設しており、予防
から在宅までを担いながら地域の健康管理に
携わっている。看護部長になった平成 19 年
10 月は、地域の支援を受けて再建が決定され
た後であったが、医師の増員や増床に伴う看
護師確保が困難であったため、早期より看護
助手を増員してきた。今日までの 7 年間に、
1 単位 59 床から 2 単位 105 床に、電子カルテ
やＳＰＤの導入や多職種の採用も増えたが、
看護師確保困難な状況が継続し、日常生活援
助や夜勤への組み入れも考え、看護助手を 5
名から 16 名に増員してきた。増員とともに
徐々に主体的に活動していく看護助手と関わ
る中で、看護助手自身はこれらの変化をどの
ように捉えているのかを知り、今後に生かし
たいと考え調査を行った。　

【目　　的】

　看護助手を増員した過程において看護助手
の病院や地震に対する意識の変化を知る。

【方　　法】

　平成 26 年 5 月当院看護助手（非正規含）16
名を対象に独自の記述式アンケート用紙（無
記名）と看護助手の実施状況調査票を用い、
調査協力については、提出によって協力意思
とすることを説明し、同意を得て実施した。
結果 15 名より回答を得た。（回収率 93.8％）

【結　　果】

１ ）看護助手会は、看護助手と看護部長で月
1 回開催している。看護助手の平均年齢は
48.6 歳、平均在職年数は 7.1 年である。

２）看護助手業務の実施状況は、経験や患者
さんの状況により異なるが、ほぼ全員が「一
人で実施できる」又は「看護師とともに」
と回答した。（図 1）　
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３）アンケートの質問内容は助手の思いを聞
くために自由記載を多くした。（図 2）

　アンケートの回答から一部を紹介しながら
報告する。＜７看護助手がとらえた病院の変
化＞について「以前は看護師と看護助手の間
に溝があるように感じていたが、今は認めら
れるようになり」「コミュニケーションがとれ
るようになった」「電子カルテやＳＰＤの導
入により助手の仕事が変化し患者さんにケア
できるようになった」「全体的に活気ができ」

「助手のパワーが前向きになった」と捉えて
いた。＜ 8 看護助手自身の変化＞については、

「患者さんとのコミュニケーションがうまく
取れるようになった」「単に仕事をこなすだ
けでなくチームの一員として働ける自分であ
りたいと思えるようになった」「笑顔で仕事
ができるようになった」「職場改善や患者さ
んの身の回りの安全や改善に意識が向くよう
になった」と答えている。＜ 10 看護助手会
のグループの存在＞については、「同じ思い、

同じ考え方で仕事ができる」「悩みの相談も
できる、職場で一番身近な存在」「みんなが
同じ方向に向って行動できるグループ」と捉
えていた。＜6看護助手の仕事を選んでよかっ
たこと＞について「患者の笑顔」や「優しい
言葉に看護助手自身が元気をもらえること」
や「ありがとうという患者やご家族、看護師
からの言葉が励みになる」と答えている。＜
13 看護助手自身がより自主的な学びのために
＞必要なこととして「介護の知識技術の向上」
や「積極的に看護助手会に参加する」など個々
の行動を具体的に示していた。
　看護助手会は、患者さんの療養環境をよく
するためにディルームに季節ごとの飾りつけ
をしたり、リハビリスタッフの指導を受けな
がら院内ディケアを企画運営し、患者さんに
喜んでいただいている。

【まとめ】

　当院は、看護師不足を補うため看護助手を
増員して、夜勤への導入など早期から看護師
の業務負担軽減につなげてきた。今回の調査
で看護助手は、当院の変化をスタッフとコ
ミュニケーションがとれるようになったり、
患者へのケアができるようになったことを前
向きに捉え、全体に活気が出てきたと捉え
ていた。看護助手自身についても患者とのコ
ミュニケーションがとれるようになったり、
チームの一員として患者への思いを強くした
り、職場改善に意識が向くようになってきた
と評価していた。それらを支えているのは、
患者や看護師の「ありがとう」の言葉や笑顔
であり、看護助手会の存在であることが伺え
た。今回の結果をさらに推進するためにも看
護助手の自主性を大事にしながら看護助手会
を支え、看護師・看護助手の協働チームとし
て、安全で質の高い看護を提供していきたい。
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